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し  カミ  きは

民 生 委 員 。児 童 委 員 の 皆 様 の 多 大 な ご理 解 、 ご 協 力 の

も と に 実 施 い た し ま し た 、 ひ と り ぐ ら し高 齢 者 実 態 調 査
の 結 果 が ま と ま りま した の で ご 報 告 い た しま す 。

ひ と り ぐ ら し高 齢 者 実 態 調 査 は 3 年 ご と に 実 施 して お

りま す 。

今 回 の 調 査 に お き ま して は 、 ひ と り ぐ ら し の 高 齢 者 が

住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 して 暮 ら し続 け られ る よ う地 域 全

体 で 支 え あ い 、 見 守 る 仕 組 み と し て 、 平 成 1 5 年 度 か ら

開 始 した 「か つ しか ・あ ん しん ネ ッ ト」 の 利 用 意 向 を 、

区 内 全 域 で 同 時 に 調 査 い た し ま した 。 こ の た め 、 民 生 委

員 ・児 童 委 員 の 皆 様 に は 、 大 変 な 時 間 と 労 力 を お か け す

る こ と に な りま した が 、 調 査 対 象 と な っ た 多 く の 方 々 か

らは ご理 解 を い た だ け た も の と考 え て お りま す 。

今 回 の 調 査 結 果 は 、 民 生 委 員 ・児 童 委 員 の 皆 様 の 日頃
の 相 談 。支 援 活 動 に 役 立 て て い た だ く と と も に 、 区 と し

て も今 後 の 高 齢 者 施 策 の 検 討 資 料 と して 活 用 し て ま い り

ま す 。

関 係 機 関 に お か れ ま して も 、 葛 飾 区 の ひ と り ぐ ら し高

齢 者 の 実 態 を ご 理 解 い た だ き 、 本 報 告 書 を 執 務 の 参 考 と

して ご利 用 い た だ け れ ば 幸 い に 存 じま す 。

末 筆 と な りま す が 、 お 忙 しい 中 、 調 査 に ご 協 力 い た だ

き ま した 民 生 委 員 ・児 童 委 員 の 皆 様 、 そ して 回 答 に ご 協

力 い た だ き ま した 区 民 の 皆 様 に 厚 く御 礼 申 し上 げ ま す 。

平 成 2 3 年 1 1 月

葛 飾 区 福 祉 部 福 祉 管 理 課
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I 調 査の概要

1 調 査の目的

65歳 以上のひとりぐらし高齢者の生活実態を 3年 ごとに調査 し、民生委

員 ・児童委員による日頃の相談 。支援活動に役立てるとともに、葛飾区の今

後の高齢者施策を検討するための資料として活用します。

2 実 施方法

民生委員 ・児童委員に 「ひとりぐらし高齢者台帳」により訪問聴き取 り調

査を委託 して実施。

3 調 査対象者 (ひとりぐらし高齢者)

昭和 21年 5月 1日 以前に出生 (65歳 以上)の 住民基本台帳及び外国

人登録原票の単身世帯 (27,194人 )の うち、起居をともにする家族な

どがいない方 (事実上単身の方)。

次の方も 「ひとりぐらし高齢者」に含むものとする。

① ヨ中は介護等で親族がいるが、夜になると帰宅してしまう。

① 同じ敷地に住んでいるが、棟が分かれている。

① 同じマンション、アパー トに住んでいるが、部屋番号が違 う。

4 調 査期間

平成 23年 5月 6日 (金)～ 6月 30日 (木)

5 調 査区域

葛飾区全域

6 調 査項目

(1)世 帯区分          (7)福 祉や介護の情報入手方法

(2)住   居                    (複 数回答可)

(3)収 入状況 (複数回答可)   (8)散 歩や買い物など外出の頻度

(4)子   供           (9)健 康状態

(5)近 隣交流          (lo)日 常の生活

(6)介 護保険認定

■
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工 調 査の結果

1 ひ とりぐらし高齢者数
(1)ひ とりぐらし高齢者の推移
今回 (平成 23年 度)の 調査は、前回 (平成 20年 度)の 調査と同様、 「かつしか 。あ

んしんネット」と合わせて実施 した関係から 「ひとりぐらし高齢者 」の定義を 「65

歳以上の住民基本台帳及び外国人登録原票の単身世帯 (27, 194人 )の うち、起居を

ともにする家族などがいない方 (事実上単身の方)」 として、 「日中は介護等で親族がい

るが、夜になると帰宅してしまう 」、 「同じ敷地に住んでいるが、棟が分かれている 」、
「同じマンション、アパー トに住んでいるが部屋番号が違う」という人も含めることとし

た。

平成 23年 度のひとりぐらし高齢者数は 15)319人 で、前回の 13, 698人 から
1, 621人 増えている。

第 1表  ひ とりぐらし高齢者の推移

年 度

ひとりぐらし高齢者 対65歳 以上高齢者人口比 65歳 以上高齢者人口

4+ 4,391う【 |18:60/0 50,921フ【

5 4 , 7 1 2人 8.80/0 53,348ノ(

‐6 5i055人 19.,1% 55,739ノ(

7 5,250人 9.0% 58,246人

8 51287ノ( 8t9% :159,484フ(

9 5,298ジ( 8.5% 62,555ジ(

1 0 5,593ノ( 816% 64,967人

1 3 6,332ノ( 8.6% 73.555ノ(

1 6 111843人 14i5% 81,938ノ(

1 7 12,304ノ( 14.6% 84,409フ代

2 0 13,698フ( 14.8% 921590人

2 3 1 5 , 3 1 9 人 15.7% 97,639人

「ひとりぐらし高齢者」の定義

平成 13年 度までの調査 :起居をともにする家族がなく、しかも近隣 (おおむね500m以 内)

に常時その方の様子を知りうる親族 (2親等以内の血族)が いない

方 (事実上単身世帯の方)

平成 16年 度以降の調査 :65歳 以上で起居をともにする家族などがいない方(事実上単身の方)

次の方も 「ひとりぐらし高齢者」に含む

○日中は介護等で親族がいるが、夜になると帰宅してしまう。

○同じ敷地に住んでいるが、棟が分かれている。

○同じマンション、アパー トに住んでいるが、部屋番号が違う。
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( 2 )ひ とりぐらし高齢者の割合
65歳 以上高齢者は、区総人日の21.7%で あるのに対して、ひとりぐらし
高齢者は区総人口の3,4%、 65歳 以上高齢者の 15.7%を 占めている。
その内訳は男性が 5, 216人 、女性が 10, lo3人 で女性が男性の 1.94

倍となっている。

男性は、 65歳 以上高齢者の8人 に1人が、女性は、65歳 以上高齢者の6人
に 1人 がひとりぐらしをしている。

第 2表  ひ とりぐらし高齢者の割合

対区総人口比
対 65歳 以上
高齢者人口比

区総人口 450,083ノ( 10011

42づ15S10うヽ 50111緊

224i‐52‐aA 49119%

65歳 以上高齢者人口 97,639ノ` 21.711 10091

411319‐7A 19!13‐96 4219%

‐5511742人 12114% 57■1‐%

ひとりぐらし高齢者

男1性

15,319人 3.491 15.711

012‐16人 1!‐2% 5!1391

1軌1103人 2!12% 1014引

同居者のいる高齢者 ・

施設入所者 (※1)
7,964人 1.8% 8.211

転出 ・死亡などで調査
不能 (※2)

3 , 9 1 1 人 0,916 4.Oll

「区総人口」、 「65歳 以上高齢者人口」は、平成 23年 5月 1日現在

※ 1「 同居者のいる高齢者 ・施設入所者」とは、次の方

①同居人がいる方

○入院中の方

○特別養護老人ホームなどの施設に入所している方

※ 2「 転出 ・死亡などで調査不能」とは、次の方

○転出した方

○死亡した方

①調査拒否をした方

①調査期間中不在の方

①所在不明の方

第 1図  高 齢者人口に占めるひとりぐらし高齢者の割合

ひとりぐらし高齢者

15,319人

(15 70/0)

6 5歳 以上高齢者

97, 6 3 9人
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(3)性 別、年齢別ひとりぐらし高齢者

性別で全体をみると、ひとりぐらし高齢者の66.0%が 女性で、 34.0%が

男性である。

年齢別でみると、 75～ 79歳 が 3, 778人 と最も多く、次いで 70～ 74歳

が 3, 640人 、 65～ 69歳 が 3, 580人 となつている。

性別でみると、男性は65歳 ～ 69歳 が 1, 822人 と最も多く、次いで 70～

74歳 が 1, 361人 となっている。女性では75～ 79歳 が 2, 655人 で最も

多く、次いで 70～ 74歳 が 2, 279人 となっている。

第 3表  性 別、年齢別ひとりぐらし高齢者

第 2図  性 別、年齢別ひとりぐらし高齢者

人

3,000

2,500

2,000

17500

1,000

500

0

65～ 69歳  70～ 74歳   フ 5～ 79歳

4

年齢 性別 男性 女性 計

6 5～ 6 9歳 1,822人 11,97 1,758人 11.5% 3,580人 23. 4%

710■ '41歳 1,3011A 3!191%2121年1人 14!996 1声6401人 23113路
7 5～ 7 9歳 1 , 1 2 3人 7.3% 2,655人 17.30/0 3,778 人 24,6%

0●■●“歳 545+次| 311596打0111ネ 1313% 2!157121A 11‐6t13191

8 5～ 89歳 263人 1.70/0 1,000人 6,57 1,263人 8.27

0101滝最|夕:!LI 10121‐人 1017敬 3341う( 1215貿 43161AI 31121タ

計 5,216フ 人 34.07 10, 103 人 66.07 15,319 人 100.07

80～ 84歳   85～ 89歳   9。 歳以上



( 4 )地 区別ひとりぐらし高齢者
65歳 以上の高齢者数が最も多いのが堀切地区で 7, 037人 、次いで青戸地区、柴

又地区と続く。逆に最も少ないのがお花茶屋地区で 1, 498人 、次いで宝町地区、東

水元地区と続く。

ひとりぐらし高齢者数が最も多いのが堀切地区で 1, 223人 、次いで東金町地区、

亀有地区と続く。逆にひとりぐらし高齢者数が最も少ないのがお花茶屋地区で 210

人、次いで東水元地区、水元地区と続く。

65歳 以上の高齢者数に占めるひとりぐらし高齢者数の割合が最も高いのが東堀切地

区で 19.7%、 次いで新小岩地区、東金町地区と続く。逆に65歳 以上の高齢者に占

めるひとりぐらし高齢者数の割合が最も低いのが西水元地区で8.8%、 次いで水元地

区、細田地区と続く。

第 4表  地 区別ひとりぐらし高齢者

地 区
6 5歳 以上の高齢者数

(A)
ひとりぐらし高齢者数

(B)
ひとりぐらし高齢者の割合

(B/ A )
計 (人) 男性 (人) 女性 (人) 計 (人) 男性 (人) 女性 (人) 計 (%) 男性 ( % ) 女性 (0 / 6 )

立 石 4 885 2,134
つ
た

質
υ 844 298 力

ｔ
Ｆ
） 173 14.0 198

東立石 2:485 1!065 1 4クa 413 143 1270 1 6 6 13:4 19,0

四つ六 2,858 1,243 1 , 418 154 264 14.6 12.4 16 3

東四つ木 3.225 1 379 11846 447 174 273 13!9 12!6 14.8

宝町 1,644 736 （
υ

０
０
つ
乙

会
０
つ
乙

つ
０
食
Ｕ 176

，
′ 180

堀 切 7,037 2t973 4!064 1!223 412 ０
０ 17i4 13.9 20.0

東堀切 1.957 力
■
０
０ 10 385 ｎ

ｖ
う
と

質
ロ
０
４ 19_7 15.2 23 1

小 音 1!919 ｎ
Ｖ
（
υ
０
０ 11110 1 339 15 1224 17:7 14!2 20:2

お花茶屋 1,498 力
中

方
■
０
０ 210 ，

′
，
′

つ
０ 14.0 11.9 15。7

白鳥 21209 952 11257 aR9 ，
′
〔
Ψ 232 15i3 .2 18.5

亀 有 5 124 2,126 2,998
０
０

（
υ
つ
０ 60g 17,9 14.5 20 3

西亀右 3.014 クRl !733 1532 ，
′
０
０ 34も 17!7 1416 19.9

青 戸 5,389 2.224 3.165 82フ 256
Ｅ
υ 15,3 115 18,0

新小岩 3.205 1,377 1.828 62フ 223 404 19:6 16.2 22.1

首 軒 月ヽ 岩 4411 ,974 2,437 634 ｎ
ｖ
つ
０
●
乙 14.4 12.1 162

西新小岩 3.932 1.677 2!255 602 188 414 1513 1112 18。4

奥 戸 4.334 1.973 2.361 633 力
叶
●
乙

食
Ｕ
Ｏ
Ｏ
つ
０ 14.6 125 16.3

高 砂 4_927 2,069 2.858 824 ０
０
食
ロ
●
乙

ｒ
υ
Ｒ
υ 16.7 13.0 195

鎌 倉 3.010 1 291 1 719 Ｅ
υ
”
今

ｒ
υ
質
０

ｎ
Ｖ
つ
４ 150 12_0 17.2

細 田 2,189 976 1.213 貫
υ
う
乙

食
υ

会
０
つ
じ 11_5 11.9 1_2

柴 又 5 244 2,252 2,992 800 ０
０
質
ロ
つ
４ 542 15,3 11.5 18.1

新宿 3.241 1.322 !919 544 ●
乙
つ
０ 412 16_8 10.0 21.5

金 町 3,793 1.566 2 227 Ｅ
υ

０
０
０
９ 470 173 12_0 211

吏金町 5,051 2,154 2.897 962 う
乙
つ
０

Ｅ
Ｕ
つ
０
資
０ 19.0 15.2 21.9

来 予 2 592 資
Ｕ
合
Ｕ 1,426 242 74

０
０
会
じ

つ
θ

ｎ
Ｖ

つ
０

食
じ 118

宝来 元 1.686 732 954 224
，
′

，
７
月
中 1313 10.5 15.4

高 7k元 3,309 1,454 1.855 ７
′
つ
０
カ
叶 141 食

Ｕ
ｎ
ｖ
Ｏ
と 13.2 ，

′
ｎ
Ｖ 16.0

西水元 2,777 つ
０
ｎ
Ｖ 1,584 245 食

０
ｎ
υ

ｎ
Ｖ
”
竹 8_8 8.0 9.4

計 96.945 41.594 55,351 15,319 5,216 10. 103 15.7 12.5 18.3

※ 「65歳 以上の高齢者数」は平成 23年 5月 1日 現在。(外国人登録者は含まれていない)
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2住 居の状況

住居の状況をみると、65歳 ～ 74歳 の人は 「民間のアパー ト、マンション」の割合が最も多

く、次いで 「持ち家 (一戸建て)」 となっている。 75歳 ～ 79歳 の人は 「持ち家 (一戸建て)

の割合が最も多く、次いで 「民間のアパー ト、マンション」となっている。 80歳 以上の人では

「持ち家 (一戸建て)」 カミ最も多く、次いで 「公営のアパー ト、マンション」となっている。

性別でみると、女性は 「持ち家 (一戸建て)」 が40.5%と 最も多いのに対して、男性は

「民間のアパー ト、マンション」が42.0%と 最も多く、次いで 「持ち家 (一戸建て)」 が

25.7%と なっている。

第 3図  住 居の状況

全体

65～ 69歳

70～ 74歳

75～ 79歳

80～ 84歳

85～ 89歳

90歳 以上

0%

第 5表  住 居の状況

E持 ち家 (一戸建

て)

回持ち家 (マンショ

ンなど)

国賃貸住宅(一戸

建て)、間借

国民間のアパート、

マンション

ロ公営のアパート、

マンション

ロ未回答

1 人 数

持ち家
(一戸建て)

持ち家
(マンショ
ンなど)

賃貸住宅
(一戸建
て)、 間借

民間の
アパー ト、
マンション

公営の
ア′く― 卜、
マンション

未回答

% % % % % %

全体 15,319 35.5 9.4 27.9 19.8 4.5

年
齢

別

6 5～ 6 9歳 3.580 25 7 ｒ
υ 39.5 15 6

70～ 74歳 3,640 30.5 9_7 3.2 34.5 19_0

フ 5～ 79歳 3,778 37.C 8.6 2.8 22.1 21_0

8 0～ 8 4歳 2,572 45.4 8.4 1.9 18.5 22.9 ０
乙

85～ 89歳 1,263 47 7 質
リ

０
０

う
乙 170 23.4 ０

そ

90歳 以上 486 48.6 5.8 2.5 15.0 23.3 力
■

性

別
男性 5,216 25.7 6,7 42.0 136

女性 10,103 40.5 10.8 ”
■

，
４ 20.6 23.1 う

と

6



3収 入状況 (複数回答)

ひとりぐらし高齢者の73.7%が 「年金 ・恩給」を受給しており、女性の 80。 2%、

男性の 61.2%が 受給している。

また 「自分で働いている」と答えた人は、全体の 13.8%で 、男性が 19。 3%、 女性

が 11,o%と なっている。年齢別でみると、65～ 69歳 までの 29.6%、 70～ 74

歳までの 17。 1%が 「自分で働いている」と答えている。 「生活保護」を受給しているの

は、全体の 14.4%で 、男性の21.5%、 女性の 10.7%が 受給している。

第 4図  収 入状況 (複数回答)

全体

65～ 69歳

70～ 74歳

75～ 79歳

80～ 84歳

85～ 89歳

90歳 以上

第 6表   収 入状況 (複数回答)

口自分で働いてい

る

国仕送り

国年金・恩給

B生 活保護

国その他

1   人 数

自分で働いて
いる 仕送 り 年金 B恩給 生活保護 その他

% % % % %

全体 15,319 13.8 1.0 73、7 14.4 5.8

年
齢

別

6 5 ～ 6 9 歳 3,580 29 6 0,6 63_7 18.2 5 2

7 0～ 7 4歳 3,640 17.1 0.7 72_0 16.9 5.6

7 5 ～ 7 9 歳 3,778 ，
′ 74 0 129 Ｅ

υ

8 0～ 8 4歳 2.572 4.1 0.9 84.2 10.0 6.1

8 5 ～ 8 9 歳 1,263 2.6 2 0 82.6 10.3 7

9 0歳 以上 ０
０
カ
中 1_2 ｎ

ｖ
う
乙 79t4 1 1 . 9 9.t

性

別
男性 5,216 19.3 つ

０
（
υ 61.2 21.5 4.4

女性 10.103 11.0 1.4 80.2 10,7 6.C

7



4 子 供の有無

子供が 「いる」と答えた人は全体では 58.5%、 「いない」と答えた人が

32.8%で あった。

年齢別にみると、子供が 「いる」と答えた人は、年齢が上がるにつれて多く

なつており、 90歳 以上では 75.1%の 人が 「いる」と答えている。

性別でみると、女性の 67.1%、 男性の41.7%が 、子供が 「いる」と

回答している。

第 5図  子 供の有無

全体

65～ 69歳

70～ フ4歳

フ5～ 79歳

80～ 84歳

85～ 89歳

90歳以上

0%

第 7表  子 供の有無

日ぃる

日ぃない

田未回答

20%

人数

い招3 いイまい 未回答

% % %

全体 15,31g 58.5 32.8 8.7

年
齢
別

6 5～ 6 9歳 3,58C 44 1 47.9 8 C

70～ 74歳 3,64C 55.7 36.5 7,9

7 5 ～ 7 9 歳 37778 61.6 25,9 12.こ

80～ 84歳 2,572 67.9 25.6 6.電

8 5～ 8 9歳 1,263 71,9 21.5
会
Ｕ

90歳 以上 48C 75.1 16_9 ０
０

性

別
男性 5,21C 41.7 44.5 138

女性 10,103 67.1 26.8 6.1

8



5近 隣との交流の状況

近隣との交流の状況を 「互いに相談や家を行き来する 」、 「日常的に立ち話をする

程度 」、 「挨拶程度の最小限の付き合い 」の3つ に分けて聞いたところ、 「挨拶程度

の最小限の付き合い」が 34.5%と 最も多く、次いで 「日常的に立ち話をする程度 」

が 29.4%、 「互いに相談や家を行き来する 」が 27.6%で あった。

年齢別でみると、 65歳 ～ 79歳 と90歳 以上の人は、 「挨拶程度の最小限の付き合

Vヽ」が最も多く、 80歳 ～ 84歳 では 「互いに相談や家を行き来する」が最も多く、

85歳 ～ 89歳 の人は 「日常的に立ち話をする程度 」が最も多くなっている。

性別でみると、女性は 「互いに相談や家を行き来する 」と 「日常的に立ち話をする

程度 」を合わせると60%を 超えているが、男性は 「挨拶程度の最小限の付き合い 」

のみでほぼ半数を占めている。

第 6図  近 隣 との交流の状況

全体

65～ 69歳

70～ 74歳

フ5～ 79歳

80～ 84歳

85～ 89歳

9 0歳 以上

第 8表  近 隣との交流の状況

口互いに相談

や家を行き

来する

□日常的に立

ち話をする程

度

国挨拶程度の

最小限の付

き合い

日未回答

人 数

互いに相談
や家を行き
来する

日目的に立

ち話をする

程度

挨拶程度の
最小限の付
き合い

未回答

% % % %

全体 15,319 27.6 29.4 34.5 8.5

年
齢

別

6 5 ～ 6 9 歳 3,580 つ
と

う
乙

Ｅ
υ

”
中

０
０

70～ 74歳 3,640 27、3 30.4 35.5 ０
０

資
Ｕ

75～ 79歳 3,778 28 7 30.1 つ
と

ハ
υ
つ
０

（
υ

80～ 84歳 2,572 33.2 30.8 29,0 7.0

85～ 89歳 1,263 31.0 31.8 29.8
つ
０

90歳 以上 48C ｒ
υ
つ
と 25.5 36.6 ０

０
０
乙

性

別
男性 5,216 15 1 23 8 46 3 ｎ

Ｖ
力
叶

女性 10,103 34.0 32.3 28.5 5.3

9



6 介 護保険の認定状況

ひとりぐらし高齢者の 13。 2%が 、要支援 ・要介護の認定を受けている。
65歳 以上の高齢者のうち、要支援 ・要介護の認定を受けている人の割合を区全体で

みると14.9%と なつており、多くなっている。

介護度別にみると、区全体では、要支援 1・ 2で は3,3%、 要介護 1が 2.1%、

要介護 2が 3.1%認 定されているのに対して、ひとりぐらし高齢者の人は、要支援
1・ 2で は 5。 1%、 要介護 1が 2.5%、 要介護 2が 3.2%認 定されており、い

ずれも多くなっている。

逆に要介護 3以 上では、区全体では要介護 3が 2.2%、 要介護 4が 2.1%、 要

介護 5が 2.0%認 定されているのに対し、ひとりぐらし高齢者の人は、要介護 3が

1.2%、 要介護 4が 0.7%、 要介護 5が 0.5%と いずれも少なくなっている。

第 7図  介 護保険の認定状況

全体

65～ 69歳

70～ 74歳

75～ 79歳

80～ 84歳

85～ 89歳

90歳以上

0%               20%

第 9表  介 護保険の認定状況

※ 区全 の要支援・要介 定者数

■受けていない
田要支援+2

田要介護1

口要介護2

回要介護3

日要介護4

回要介護5

口不明
日未回答

(平成23年 4月末日現在 介護保険事業状況報告より)

人数

受けてい
ない

要支援
1・ 2 要介護 1 要介護 2 要介離 3 要介護4 要介護5 不 明 未回答

% % % % % % % % %

全 体 15.319 79.0 5 . 1 2.5 3.2 0.7 0.5 1.4 6.4

年
齢

別

65～ 69歳 3,580 89 4 〔
υ 0。4 0。 0,3 07 5,4

70～ 74歳 3,640 87.6 2.5 1.0 0.5 0.t 0,2 0.7 5.5

75～ 79歳 3,778 77_7 4.6 2,0 （
υ 0,7 10 1

8 0～ 8 4歳 2,572 72_4 9.2 4.5 5.1 1_4 0_7 0.7 4,0

85～ 89歳 1,263 58 2 12,9 会
０ 8,4 3.5 1 4,2

90歳 以上 486 38.9 15.0 818 6_0 3_1 3.3 3.9 9.3

性

別

男性 5,216 73.5 3.0 ０
４ 0,9 （

Ｖ 0,5 11.2

女性 10, 10〔 79.3 6.2 2,9 3.7 1.3 0.7 0.5 3_8

65歳 以上高齢者人口     97,686人 支援 ・要介護認定者数計  14,554人    14.9幣

1 0



7 福 祉や介護の情報入手方法 (複数回答)

情報の入手方法 (入手先)を みると、 「区の広報、回覧板、ポスター」カミ全体の

58.0%、 「新聞、テレビ、ラジオ」が37.2%と 多い。続いて 「友人、知人」と

する人は 13,9%と なっている。 「民生委員」や 「ケアマネージャー」は、年齢が上

がるにつれて割合が多くなる傾向が見られる。

性別からみて特徴的なことは、女性が 「区の広報、回覧板、ポスター」を61,8%

と答えているのに対して、男性は、50.5%に とどまつている。

第 8図  福 祉や介護の情報入手方法 (複数回答)

全体

65～ 69歳

70～ 74歳

75～ 79歳

80～ 84歳

85～ 89歳

9 0歳 以上

第 10表  福 祉や介護の情報入手方法 (複数回答)

口区の広報

回覧板

ポスター
田新聞

テレビ

ラジオ
国友人

知人

ロケアマネー

ジャー

□民生委員

口区のホームページなど

日区民事務所

図書館など

日特にどこからも得てい

ない

人数

区の広報
回覧板
ポスター輔”カ

人
人

友
知

ケアマネー

ジャー 民生委員
区のホー

ムページ
など

区民事務
所 図 書
館など

特にどこか
らも得てい
ない

% % % % % % % %

全体 15,319 58.0 37.2 13,9 7.5 5,7 0.6 1.5 13.9

年
齢

別

65～ 69歳 3,580 58 9 つ
０ 12.7 つ

０ 10 1 8

70～ 74歳 ‐3f640 59_6 38,3 14!7 3‐9 4.9 0_5 1.8 力
■

7 5～ 7 9歳 3,778 37 8 145 ハ
Ｖ 134

80～ 84歳 2,572 59 6 う
０ 14_9 う

４ 7.7 0.7 1.4

8 5～ 8 9歳 17263 54 1 34 8 0,4 0 4

90歳 以上 486 47.1 31.1 24.5 7.4 0。2 1.2 10.5

性

別

男性 5,216 50 5 34 9 力
■

ハ
リ 2 0

女 性 10,103 61.8 38.4 16t4 0.6 113 12.4

イ
‥

■
１



8 散 歩や買い物など外出の頻度

散歩や買物など外出の頻度は、 「1日 1回 以上」 (68.1%)と 「2～ 3日 に

1回 程度」 (17.0%)を 合わせると全体の 85。 1%と なっている。年齢が上

がるにつれて外出の頻度が少なくなっているが 、 90歳 以上の人の 34.0%が

「1日 1回 以上」外出していると回答 している。

性別でみると、男性は 「 1日 1回 以上 」外出する人の割合が女性よりも多く、

女性は 「2～ 3日 に 1回 程度」、 「1週 間に 1回 程度」などの外出する頻度が男性

より多くなつている。

第 9図  散 歩や買い物など外出の頻度

全体

65～ 69歳

フ0～ 74歳

75～ 79歳

80～ 84歳

85～ 89歳

90歳 以上

0%        20%        40%

第 11表  散 歩や買い物など外出の頻度

■1日 1回以上

田2～ 3日に1回

程度

国1週間に1回

程度

□2週間に1回

程度

日ほとんど外出

しない

□未回答

人数

1 日 1 回

以上

2 ～ 3 日 に

1回 程度

1週 間に
1回程度

2週 間に
1回程度

ほとんど
外出しな
い

未回答

% % % % % %

全体 15,319 03,1 1′口0 3口U 0.8 4口0 bB

年
齢
別

6 5～ 6 9歳 3,580 78.2 12.7 ０
こ 0.4 1.8 4.8

7 0 ～ 7 4歳 3,640 76.5 14.0 2.3 Ot 5 2.0 4.6
7 5～ 7 9歳 3,778 66.7 16.3 Ｅ

Ｕ
つ
０ 0.6 3.3 食

Ｕ
ｎ
Ｖ

8 0～ 8 4歳 2,572 59.8 22!9 5.9 1ど4 6.3 ，
′

つ
０

85～ 89歳 1,263 49.8 24.2 7.4 2.3 12.5 3.8
90歳 以上 486 34.0 25.1 /.4 1_6 26_3 5.6

性

別

男性 5,216 68.2 14.5 2.9 0.7 3.6 10、2
女性 10,103 68.1 18.2 4.2 U.U 5.2 3,4

1 2



「良好」 (28。 4%)と 「普通」 (50.2%)を 合わせると全体の約 8害J

を占めている。

性別でみると、男性が 「良好」 28.7%、 「普通」 45.7%、 女性が 「良

好」 28.2%、 「普通」 52.5%と なっており、 「病弱」とした人は、男女

とも20%未 満である。

年齢別でみると、85歳 以上では 「病弱」とした人が、 「良好」とした人の割

合を上回り、 90歳 以上では 「病弱」とした人が 29.6%と なっている。

第 10図  健 康状態

9 健 康状態

全体

65～ 6 9

歳

70～ 74

歳

7 5～ 7 9

歳

80～ 84

歳

8 5～ 8 9

歳

9 0歳 以上

0%

第 12表  健 康状態

■良好

田普通

国病弱

□未回答

20%

人数

良好 普通 病弱 未回答

% % % %

全体 15,319 28.4 50.2 16,4 5.0

年
齢
別

6 5～ 6 9歳 3,58C 37.1 46.1 12.7 4.1
70～ 74歳 3164C 34.5 49,1 12.8 317
75～ 79歳 3,778 25.1 50.6 15.7 8.6
8 0 ～ 8 4 歳 2,572 21.2 5416 20.9 3.3
85～ 89歳 1,263 16.2 55.2 25.3 つ

乙
つ
θ

90歳 以上 食
Ｕ
０
０
カ
竹 13.0 48.6 29.6 8、8

性

別
男性 5,216 28。7 4b. 16.4 9t

女性 10,103 28.2 52.5 16.4 2.9

1 3



10 日 常生活の状況

「自分で何でもできる」と回答した人が全体では 77。 8%で 、 74歳 までは

「自分で何でもできる」とした人が 80%を 超えている。 90歳 以上では 「自分

で何でもできる」とした人が40.7%で ある一方、 「手助けがないと何もでき

ない」が 17.7%と なっている。 12ペ ージの 「散歩や買い物など外出の頻度」

や、 13ペ ージの 「健康状態」の結果 と合わせてみたとお り、日常は外出頻度が

高く、健康的な生活を送っている人の割合が多いことがわかる。

第 11図  日 常生活の状況

全体

65～ 69歳

70～ 74歳

75～ 79歳

80～ 84歳

85～ 89歳

90歳以上

第 13表  日 常生活の状況

口自分で何でもでき

る

囲時々人の手を借り

る

国手助けがないと何

もできない

日未回答

人数

自分で何でも
できる

時々人の手を
借 りる

手助けがない
と何もできな
い

未回答

% % % %

全体 15,319 77.8 10.8 3.4 8.0

年
齢

別

65～ 69歳 3,580 87.3 4.4 1.,3 〔
υ

食
Ｕ

70～ 74歳 3,640 86.2 5.5 1:7 食
Ｕ

食
Ｕ

75～ 79歳 3,778 76.3 9.6 2.3 11.8
80～ 84歳 2,572 71.0 17.7 4.8 6.4
85～ 89歳 1,263 59.2 25.3 8.9 食

Ｕ
父
Ｕ

90歳 以上 ０
０
カ
■ 40,7 3 1 . 7 17.7 〔

υ
ｎ
υ

性

別

男性 5,216 76.4 8. 2.6 12.4

女性 10,103 78.6 11.8 3.8 5.8

1 4
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Ⅳ 参考

ひとりぐらし高齢者実態調査結果年度別集計表

年齢別ひと比

誤
人 0つ ～ Oυ 成 70～ 74 ′0～ /ツ 就 苫じ ～ ど 4 どう～ 89 90麻 E,1上

人 % % % % % %
9 5,298 173 30_2 Z′ 3 16.4
10 5.593 153 282 169 74
13 6.332 179 27_9 26.5 179
16 11843 270 267 229 147 22
17 12304 259 27.6 229 142
20 13.698 242 264 156
23 246 32

性別、年齢別ひとりぐらし高齢者

誤
人 数 65～ 69 70～ 74雨 75～ 79 じU～ 34蔵 85～ 89 9 0 蔵 以 上
人 % % 0 / 0 % % %

9 23.6 32.4 20、6 141 70 23

10 1.285 219 32.4 210 149 27

13 1.521 281 31,3 204 120 一わ

16 3,344 283
17 3,566 369 299 18.1 3.8 4.6
20 4201 364 28_3 186 千05 40

23 5216 349 261 21_5 105 50 20

ポ
人 数 65～ 69誨 ′U～ ノ4蔵 75～ 79馬 じU～ じ4成 苫 b ～ 苫 U 雨 9 0歳 以 上
人 % % % % % %

9 4,099 154 295 293 17.0
10 4308 134 29_2 304 175
13 4,811 147 263 28.4 19.8 8.3 21

16 8,499 226 261 243 170 24

17 8,738 21,4 26.7 248 16.4 26

20 9497 187 253 259 179 30

23 10.103 17.4 22.5 26.3 201 3.8

の状況

年度
＼＼民C

人数
持ち家(―戸
建て)(※1)

持ち家(マン
ションなど)
(※2)

賃貸住宅(―
戸建て)、間
借(※3)

民間のアパー

ト、マンション

(※4)

公営のア
パート、マン
ション(※5)

未回答

人 % % % % % %

9 5,Zυじ 376 5 0 28,5 26.2
10 5593 382 279 262
13 6.332 386 4,4 10 272 268
16 11,843 437 248 223
17 12304 43.8 47 1_3 258 22_9
20 13.698 375 80 278 21,7 18

15,319 35,5 279 1 45

17年度までの選択肢は※1!持ち家」※2「借家」※3「間借り」※4「民間アパート」※5吃亜覇声

(

ざ
人数

目分で1動いて
いる

仕送り 年金J恩給 生活保護 その他

% % % % 0 / o

9 も,939 12,2 3.1 003 12.3 3 4

10 6、122 105 27 686 126

13 7,137 685 139
16 13426 119 675 123
17 13,783 125 14 675 125
20 15,641 139 666 118
23 16,657 12.7 09 678 13.2 54
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の

ポ
人 数 いそ5 い Z=い 未 回 答

人 % % %

9 5,298 337
10 5,593 336
13 6,332 339 42

16 11843 62.2 335 43

17 12.304 323
20 13,698

23 15,319 32,8 8.7

の

年度
＼＼【そ

人数

互いに相談や
家を行き来する
(※1)

日常的に立ち
話をする程度
(※2)

挨拶程度の最
小限の付き合い
(※3)

未回答

人 % % % %

9 31,0 308 60

1 0 5,593 26.2 265 232 242
13 6.332 313 321 8

16 11843 283 241 337
17 12304 25。9 242 34.6 153
20 131698 243 298 347

23 15319 29,4 34.5
17年度までの選択肢は※11親密」 3

の 状況

年度
＼＼民3

人数
受けて
いない

要支援
1・2

(※)

要介護
1
要介護
2
要介護
3
要介護
4
要介護
5
不 明 未回答

人 % % % °/ 6 °/ 6 % % % %

g

10

13

16 11843 804 47 04 09 45

17 121304 80.7 4.7 5,4 09 0,6 0,3 0,9 48

20 13,698 813 10 04 50

23 15319 790 51 3_2 1.2 0,7 05 5.0

」。平成 18年度介 1'2」となつ

や 回答)

区分

年度

人数

区の広報
回覧板
ポスター

(※1)

新聞
テレビ
ラジオ

友人
知人

ケアマ
ネー

ジャー

民生委
員

区のホー

ムページ
など
(※2)

匹民事務
所、図書
館など
(※3)

符!こと`
からも得
ていない
(※4)

人 % % % 0 / o % % % %

9

10

13

16 15,722 434 272 107 02

17 17005 460 275 0.2
20 20421 407 43

23 21,193 419 26.9 10,1 5_4 4_1 0.5 100

※平成17年度までの選択肢は※11区の ※ 31手 うミ 「フ|

※4「興味がないので入手しない」
」※31チラシ、パンフレット」
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い 外出の

区分

年度

人数
1日 1回以
上 (※1)

2～ 3日 に1

回程度(※2)

1週間に1回

程度 (※3)
2週間に1回

程度 (※4)
ほとんど外
出しない

未回答

> % % % % % %
9

10

13 6322 270 5.4
16 11,843 258
17 12304 64.4 221 4.5 1.4 4.1
20 13698 08

23 15,319 68.1 170 38 08 4.6
※平成16年度までの選択肢は※1「ほとんど毎日外出する」※2「週2～3回程度」※3「週1回程度『※4「月2～
3回程度」

健康状

区分

年度

人数 良好 普通 病 弱 入院 未回答

人 % 0 / o
% % %

9 う.298 Z′ U 26

10 5,593 285
13 6,332 45,3 190 5.4
16 11,843 297 491 203 08

17 12,304 280 502
20 13698 238 499
23 15,319 502 164 50

自分で何でもで
手助けがないと
何もできない
(※)
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